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抄録
［目的］本研究は大学生と教職員を対象としてロウ層を除去した玄米（dewaxed brown rice: DBR）を 1 か月間
摂取した時の自覚症状、肌状態の変化について、精白米自由摂取群と比較検討した。

［方法］解析対象集団65名の内訳は、DBR群 43名（男性 25名、女性18名 23.8 ± 8.8歳）、対照群 22名（男性
13名、女性 9名 22.0 ± 1.2 歳）であった。DBR群では試験食150 g以上を 1日 1 回、1 か月間摂取、対照群は
通常精白米の自由摂取とした。試験前後で問診票、肌状態（Clreo-Pro）、皮膚AGEs蛍光（AGEsセンサ）の
評価を行った。

［結果］ DBR摂取コンプライアンスは 87. 5 %と良好で、消化不良に起因する有害事象は認められなかった。肌
年齢は DBR群で対照群に比べ有意に改善した。皮膚AGEs蛍光には有意な差は認められなかった。男女別解
析結果では、女性でしわ及びポリフィリン量が DBR群で有意に改善した。
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はじめに 
玄米などの全粒穀物は、肥満、2 型糖尿病（T2DM）、

冠状動脈疾患といった生活習慣病の予防に関して有効で
ある可能性が指摘されている1, 2)。玄米食はビタミン、ミ
ネラル、食物繊維が豊富であり、栄養学的に優れている
のは明らかである。しかし、玄米を継続摂取するにはい
くつか問題がある。調理面では長時間の浸水が必要であ
ること、身体面では消化に時間がかかること、十分な咀
嚼が必要であることが 挙げられる。

玄米の栄養学的利点を活かしつつ、難消化性という不
利益を減らすために様々な工夫が試みられている。ロウ
層を除去した玄米は、米の収穫後乾燥された籾（もみ）か
ら籾殻を取り除かれた玄米を、特殊な加工により、玄米
表面を覆っているロウ層（表皮）のみを取り除いた米であ
る3-5)。また、成分探索 3)、動物実験にて便秘の改善 4) や
脂肪肝の改善 5) の報告がある。本研究は主に若年者を対
象として試験品 DBRを1 か月間摂取した時の自覚症状、
肌状態、糖化ストレス指標である皮膚糖化最終生成物

（advanced glycation endproducts: AGEs）蓄積量の変化に
ついて調査を行い、通常の精白米を自由に摂取した群と
比較検討した。

方法
対象

対象は、東京都内の大学（横浜キャンパスを含む）の男
女学生及び教職員とし、本試験参加を事前に文書で同意
した者で、選択基準に該当し、除外基準に抵触しておらず、
試験責任医師の判断により試験参加が妥当と判断された
者 66 名を被験者として本試験に組み入れた。本試験に組
み込まれた被験者は、DBR群、対照群に割付担当者がラ
ンダムに割り付けた。

選択基準を以下に示す。
1)  試験参加の同意取得時点での年齢が 18歳以上 60 歳未

満の男女
2)  健康な者で慢性身体疾患がない者
3)  本試験の目的、内容について十分な説明を受け、同意能

力があり、よく理解した上で自発的に参加を志願し、
書面で本試験参加に同意できる者

4)  指定された検査日に来所でき、検査を受ける事のでき
る者

5)  試験責任医師が本試験への参加を適当と認めた者
 
除外基準を以下に示す。

1)  現在、何らかの疾患を患い薬物治療を受けている者
2)  耐糖能異常、精神疾患、睡眠障害、高血圧、糖尿病、

高脂血症や重篤な疾患の既往歴・現病歴のある者
3)  過去 1 か月において、疾患治療を目的とした、薬物の

服 薬習慣のある者（頭痛、月経痛、感冒などの頓服歴
は除く）

4)  肝、腎、心、肺、血液等の重篤な障害の既往歴・現
病歴のある者

5)  消化器官に併存疾患および既往歴のある者（盲腸の既
往歴は除く）

6)  体格指数（body mass index: BMI）30 kg/m2 以上の者
7)  試験食品にアレルギー症状を起こす恐れのある者、ま

た、その他食品、医薬品に重篤なアレルギー症状を起
こす恐れのある者

8)  妊娠中、授乳中あるいは妊娠の可能性のある者
9)  現在、ならびに過去 3 か月以内において、肌状態改善

関連を標榜する機能性表示食品、健康食品類の継続的
な摂取習慣のある者、また試験期間中に摂取予定のあ
る者（健康維持を目的した摂取は可）

10) 光過敏症の者
11) その他、試験責任医師が本試験の対象として不適当と
     判断した者

Fig. 1に試験対象者数の推移を示す。解析対象集団 65
名の内訳は、DBR 群 43名（男性 25名、女性18名）、対照
群 22 名（男性13名、女性 9名）となった。DBR群には 7
名（男性 5名、女性 2名）の教職員が含まれた。各群の平
均年齢は、DBR群 23.8 ± 8.8歳（男性 24. 2 ± 8.8歳、女
性 23.1 ± 9.1歳）、 対照群 22.0 ± 1. 2 歳 （男性 22.4 ± 1.2
歳、女性 21.4 ± 1.0 歳）であった。なお対照群は既報 6)

と同様とした。

KEY WORDS: 玄米、ロウ層を除去した玄米（dewaxed brown rice: DBR）、
      糖化最終生成物（advanced glycation endproducts：AGEs）、皮膚AGEs蛍光、肌状態

［結論］DBRは玄米の難消化性を軽減し栄養価を確保することで継続摂取が容易となり、肌状態の改善など健
康増進に貢献できる可能性が示唆された。
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試験デザイン 
本試験は並行群間のオープンラベル試験とした。
DBR群はロウ層を除去した玄米摂取とし、DBRを摂

取しない通常の精白米を自由摂取した対照群を設定した。
DBR群は下記いずれかの方法で試験期間中に試験品を必
ず 1日1 回摂取した。

・DBR を学内食堂において炊飯し、計量の上、150 g 以
上で提供し、摂取する。

・DBR 包装米飯（150 g）をレンジで加熱し、摂取する。
試験品は東洋ライス株式会社（和歌山県和歌山市）より

提供を受けた。

被験者は摂取開始前検査 1 日、摂取期間 33日、摂取後
検査を1日というスケジュールで参加した。

各群の摂取前検査は、問診票記入による背景調査、ア
ンケート記入による生活習慣・肌状態等の調査、肌測定
機器 Clreo-Pro（フジテックス、東京都新宿区）による肌
状態測定、AGEs 測定機器（AGEsセンサ／ RQ-AG01J：
シャープライフサイエンス、現エア・ウォーター・バイオ
デザイン、兵庫県神戸市）による AGEsスコア測定を実
施した。摂取後検査は、アンケート記入による生活習慣・
肌状態等の調査、肌測定機器 Clreo-Pro による肌状態測
定、AGEs 測定機器による AGEsスコア測定を実施した。

Fig. 1. Changes in the number of test subjects.

Fig. 2. Structure of rice and DBR. 
 DBR, dewaxed brown rice; SARFR, sub-aleurone-remaining wash-free rice.



Dietary fiber
Calcium
Vitamin B1
Vitamin E  (α-Tocopherol equivalent)
Niacin
γ-oryzanol

Table 1. Ingredient composition of polished rice, brown rice and DBR. 

Polished rice

Data are shown as nutrient content per 100 g. polished rice, traditional brown rice, data according to Standard Tables of Food Composition in Japan 
(value before rice washing); DBR, values after non-washing (according to the Food Environment Inspection Association); γ-oryzanol, survey by Japan 
Food and Fat Inspection Association; diaetary fiber, there may be a difference since the content value differs depending on the brown rice used as the 
raw material; DBR, Kinme dewaxed brown rice.

Traditional brown rice

3.5 g
6 mg
0.36 mg
1.4 mg
3.1 mg
33 mg

3.0 g
9 mg
0.41 mg
1.2 mg
6.3 mg
46 mg

0.5 g
5 mg
0.08 mg
0.1 mg
1.2 mg
0 mg

DBR
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評価項目

皮膚測定
皮膚の性状および機能評価については、肌年齢、肌総合

健康度、毛穴、シワ、水分、弾力、肌トーン、 色素沈着
（表皮層、真皮層）、油分、ポルフィリンの測定を行った。
これらの測定は、既報 6)と同様に肌測定機器 Clreo-Pro
を使用した。

最終糖化産物（AGEs）測定
AGEsセンサ 7, 8)を使用して、AGEsスコアを測定した。

自覚症状 
調査票を作成して、被験者自らに記入させた。アンケー

トの内容は、食生活の変化について、生活習慣（運動、睡眠、
便通、飲酒、喫煙、ストレスなど）、肌状態とした。調査
票に基づいて試験品の摂食率（コンプライアンス）を計算
した。

統計解析 
統計解析には、統計解析ソフトSPSS（Statistics25：日本

アイ・ビー・エム、東京都中央区）を用い、paired-t test
またはWilcoxon signed rank testを施行した。危険率 5 %
未満を有意差ありとした。

倫理審査 
本試験は、ヘルシンキ宣言（2013年WMAフォルタレザ

総会で修正）および人を対象とする医学系研究に関する
倫理指針（文部科学省、厚生労働省告示）を遵守した。本
試験は「一般社団法人糖化ストレス研究会」（東京都新宿
区）にて倫理委員会にて審議を行い、承認された（GSE 
2019-004）。本試験については臨床試験事前登録を行った

（UMIN #000037017）。

摂取前検査及び摂取後検査ともに、女性被験者は検査 20
分前までに洗顔を行い、馴化後に肌状態測定を実施した。
試験期間は2019 年 6月～ 2019 年 7月とした。

ロウ層を除去した玄米
（dewaxed brown rice: DBR） 

DBRは米の収穫後乾燥された籾（もみ）から籾殻を取
り除かれた玄米を、特殊な加工により、玄米表面を覆っ
ているロウ層のみを取り除いた米である（Fig. 2）。籾殻
は非可食部、ロウ層は吸水を妨げ、糠層には様々な栄養
成分が含まれている。亜糊粉層は澱粉層と糠層の間にあ
り、玄米の栄養成分が集中し、独特の風味と甘みがあり
味も好ましいとされている。 亜糊粉層残存無洗米（sub-
aleurone-remaining wash-free rice: SARFR）はロウ層と
糠層の一部が除去されているが、DBRではロウ層までの
除去に留まり、より玄米に近い。栄養成分は米の栽培土
壌菌の多寡と精米加工によって異なる。概ね、DBRは普
通の精白米に比較してビタミンB 1は 4 倍、ビタミンE は
14 倍、食物繊維は 7 倍に達する（Table 1）。

玄米は、生育条件が整うまで吸水して種子として発芽
しないよう防水性の高い層（ロウ層）で覆われている。ロ
ウ層の堅固な防水性のため吸水が妨げられ、米粒が十分
に膨らまず、そのために食感の食べにくさにつながって
いる。通常は炊飯の前に約 20 時間の浸漬時間を要する。
精白米の浸漬が 1 時間程度であるのに比べて長い。ロウ
層があることにより吸水が妨げられることから、炊飯し
ても十分に膨張せず、ご飯粒が硬い。そのため高い栄養
価が含まれているにもかかわらず消化吸収性が低い。一
方、DBRは表面のロウを除去しているため、精白米と同
じように浸漬時も炊飯時も水が吸水されやすいので、炊
飯時の熱の通りも良く米のデンプンは α 化され、且つ膨
張するので、色も精白米のように白みを帯びて、ふっく
らしたご飯に炊き上がり、消化吸収性も良い。



Age (year)

Pores (%)

Wrinkles

Pigmentation (PL)
stratum corneum (%)

Pigmentation (UV)
stratum corneum (%)

Porphyrin

Skin tone

Elasticity (angle)

Skin health score

Skin age (year)

AGE Score

DBR
Control
DBR
Control
DBR
Control
DBR
Control
DBR
Control
DBR
Control
DBR
Control
DBR
Control
DBR
Control
DBR
Control
DBR
Control

Table 2. Results of skin condition and AGE fluorescence.

Before ingestion

23.8 
22.0 
-0.3 
-2.0 
3.5 
0.5 
2.6 
1.9 
6.2 
3.9 

31.4 
32.8 
61.8 
61.7 
43.8 
42.7 
45.0 
47.3 
24.2 
22.2 
0.44 
0.44 

8.7 
1.2 
12.6 
13.5 
8.8 
6.1 
4.7 
4.1 
8.8 
5.3 
7.7 
9.9 
4.7 
4.7 
4.9 
7.7 
12.9 
9.6 
9.2 
1.6 
0.06 
0.21 

±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±

Mean SD±

DBR, dewaxed brown rice; AGE, advanced glycation endproduct; PL, polarized right; UV, ultraviolet; SD, standard deviation; skin 
condition measured by Clreo-Pro (Fujitex); AGE score measured by AGEs sensor (Sharp); DBR group, n = 43; the control group, n = 22; 
Statistical analysis by Student’s t test.

One month after
ingestion

　
　

- 2.8 
- 4.6 

1.4 
- 0.4 

1.3 
0.8 
4.6 
2.8 

30.3 
30.1 
62.6 
62.8 
44.8 
43.6 
50.5 
50.9 
23.8 
22.0 
0.46 
0.46 

　
　
11.9 
11.3 
7.3 
4.9 
4.4 
3.7 
7.7 
5.0 
6.4 
10.6 
4.4 
4.8 
5.0 
5.2 
12.4 
10.0 
8.8 
1.6 
0.05 
0.05 

　
　
0.885
　
0.300
　
0.533
　
0.615
　
0.393
　
0.630
　
0.973
　
0.405
　
0.023

　
0.260
　

±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±
±

Mean SD vs. control±

Comparison between 
groups (by variation) 
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結果

コンプライアンス
DBR群のコンプライアンスは 87. 5 %で、脱落者は 45

名中 1名（脱落率 2.2 %）、試験品摂取に起因ずる脱落者
は皆無であった（Fig. 1）。対照群の脱落者は 0 名であった。
なお、脱落理由は自己都合によるものであった。

自覚症状
生活習慣（運動、睡眠、便通、飲酒、喫煙、ストレス

など）、肌状態に関する自覚症状については特記すべき所
見は認められなかった。有害症状は認められなかった。

皮膚指標
皮膚指標の測定結果を Table 2 に示した。肌年齢（変化

量）は DBR群の方が対照（対照群）に比べて肌年齢の低
下量が有意に大きく、DBR群で改善していた（p = 0.023, 
Fig. 3-a）。女性では DBR群に肌年齢が有意に改善したが

（ p = 0.011, Fig. 3-c）、男性では有意差はなかった（Fig. 
3-b）。

しわの変化率に群間有意差がみられ、DBR群で有意に
改善していた（p = 0.039, Fig. 4-a）。有意差は男性には認
められなかったが（Fig. 4-b）、女性には認められた（p =
0.049, Fig. 4-c）。ポルフィリンの変化率については、男女
計、男性では群間有意差はなかったが（Fig. 5-a, b）、女性
では DBR 群で有意に改善していた（p = 0.044, Fig. 5-c）
その他の項目には有意な変化は認められなかった。

最終糖化産物（AGEs）測定
皮膚 AGEs 蛍光強度については両群ともに試験前後に

有意な変化は認められず、変化量に群間有意差もなかった
（Table 2）。

安全性
観察期間中に被験品が起因と考えられる有害事象は認

められなかった。
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Fig. 3. Change of skin age. 
 a) Total, DBR group, n = 43; the control group, n = 22. b) Male, DBR group, n = 25, the control group, n = 13. c) Female, DBR group, 

n = 18 the control group, n = 9. Skin age evaluated by Clreo-Pro (Fujitex). Results are expressed as mean ± SEM; Statistical analysis by 
Wilcoxon signed rank test. DBR, dewaxed brown rice; SEM, standard error mean.

Fig. 4. Change of wirinkles. 
 a) Total, DBR group, n = 43; the control group, n = 22. b) Male, DBR group, n = 25, the control group, n = 13. c) Female, DBR group, 

n = 18 the control group, n = 9. Winkles are evaluated by Clreo-Pro (Fujitex). Results are expressed as mean ± SEM; Statistical analysis 
by Wilcoxon signed rank test. DBR, dewaxed brown rice; SEM, standard error mean.

Fig. 5. Change of porphyrin. 
 a) Total, DBR group, n = 43; the control group, n = 22. b) Male, DBR group, n = 25, the control group, n = 13. c) Female, DBR group, 

n = 18 the control group, n = 9. Winkles are evaluated by Clreo-Pro (Fujitex). Results are expressed as mean ± SEM; Statistical analysis 
by Wilcoxon signed rank test. DBR, dewaxed brown rice; SEM, standard error mean.
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考察
全粒穀物の玄米には様々な栄養成分が含まれている。

日本で玄米を主食としていた時代は、ビタミン類など
の多種類の栄養成分の補給ができていたが、元禄年間

（1688-1704年）の末期から「混砂精米法」による「過精
白米」が流行した江戸において脚気が流行したため「江
戸患い」と呼ばれた。その後、明治時代（1868-1912年）
から大正時代（1912-1926 年）にかけては、脚気は結核と
並ぶ 2 大国民病と言われるほど多くの人が発症したが、

「江戸患い」はいつとなく終息したが 1955 年『噴風精米
法 』が開発されると再度『過精白米』が普及し始めた頃
と一致して、偏食の若者や持病のある人を中心に脚気を
初めとする体調不良が見られるようになった。ちなみに
噴風精米法とは、従来の摩擦式精米機を改良して、機械
内部を高圧化（200～ 300 g/cm2）して米粒子間の摩擦力
を高めて精米し、さらに付着糠や残渣を噴風（30 m/sec以
上）で排出する方法である。玄米には様々な成分が含ま
れ、栄養学的には精白米に比べ玄米の方が明らかに優れ
ているが、調理の難儀さ、食味の悪さ、難消化性が普及
の障壁になっている。そのため玄米は主要な主食の座か
ら外れていったと考えられる。

今回は玄米の抱える不利な特性を減らし利点を生かす
ために開発された DBRの臨床試験を主に大 学生を対象
に施行した。DBRを 1日150 g以上、1か月間摂取した群

（43名）では、コンプライアンスが 87. 5 %と高く保たれ、
有害事象は認められず、対照群（22名）に比べ肌状態指
標である肌年齢が有意に改善した。これらの作用は玄米
に含まれる機能性成分に起因する。玄米にはビタミンB1, 
B2, B6 、ニコチン酸、パテントン酸、イノシトール、コ
リン、葉酸などのビタミン B 群が含まれる。その他の成
分については次に述べる。

玄米の成分について
γ‐オリザノール

γ‐オリザノールはフェルラ酸と食物ステロールとの結
合体で米糠油の主成分である。動物性脂肪を過剰摂取す
ると視床下部の神経細胞や膵 β 細胞に ER ストレスを惹
起するが、γ‐オリザノールはこれらの E Rストレスを緩和
する作用がある 9)。その結果、緊張や不安、抑うつの改
善、動物性脂肪依存からの離脱を助ける中枢作用を発揮
する。膵臓では β 細胞のグルコース応答性インスリン分
泌を増強し、α 細胞のグルカゴン過剰分泌を軽減する。
これらの作用は糖化ストレスの軽減につながる。玄米食
の摂取により動物性脂肪依存症が改善することが知られ、
γ‐オリザノールが重要な役割を果たすものと推定されて
いる10)。γ‐オリザノール含むサプリメントも開発されて
いる 11)。

玄米には未知の機能性成分が含まれている可能性が考
えられており、米糠中の油溶性画分に含まれるトリテル
ペンアルコール及びステロール（TASP）画分は、食後高
血糖抑制作用 12)、高脂肪食依存性の肥満を抑制する作
用 13) を有することが報告されている。その作用メカニズ
ムとして、TASPは消化管ホルモンである GIP（Glucose-
dependent Insulinotropic Polypeptide）の食後血中濃度の
上昇を抑制すること、グルコース輸送体である SGLT1

（Sodium-dependent Glucose Transporter 1）の細胞膜への
トランスロケーションを阻害することが想定されている14)。

フェルラ酸 
フェルラ酸は強い抗酸化力があり、細胞毒性が弱い15)。

実験的にアミロイドβ のオリゴマーを減少させる作用が知
られており、人での抗認知症効果が期待されている16, 17)。
糖化ストレスに関しては、我々の研究室においてフェルラ
酸がAGEs 生成抑制作用は確認できず、蛍光性 AGEs 生
成量はむしろ増加傾向を示している18)。蛍光性 AGEs 以
外のAGEsに対する作用については、さらなる検討が必
要である。

食物繊維 
米糠や胚芽に食物繊維が含まれている。腸内細菌叢の

健全な育成と、脳精神機能を高めることに寄与する「健
全な腸脳相関」に必須の物質である。食物繊維はプロバ
イオティックスとして腸内細菌叢の有益菌の増殖を促す
作用があり、特に短鎖脂肪酸（酢酸、酪酸、プロピオン
酸）を産生する菌が増加する。短鎖脂肪酸は特異的受容体

（GRP41など）を介して体温上昇、心拍数増大、脂肪組織
における脂肪分解を促し、過剰摂取時に基礎代謝を上昇
させる作用がある19)。食物繊維は食後高血糖を抑制する
作用がある20)。いずれの作用も糖化 ストレスを減らす効
果が期待できる。

γ‐アミノ酪酸
（Gamma-aminobutyric acid: GABA） 

GABAは玄米にも微量含まれ、炊飯前の浸漬によって
増加し、身体では阻害性神経伝達物質として作用する。
長期の物体認識記憶と作業記憶に関連しており、動物実
験で心身ストレス軽減作用 21)、頭部外傷後の記憶力の低
下を改善作用 22) の報告がある。人臨床試験ではGABA含
有麴甘酒の降圧作用について報告している23, 24)。

フィチン酸 
フィチン酸はイノシトール 6リン酸とも呼ばれ、抗酸化

作用を有し、血漿尿酸値の上昇抑制、腎結石形成予防、
血清コレステロール低下作用が知られている25)。その他
には発癌リスクを軽減するとの報告がある26)。フィチン酸
はキレート作用を有するが、玄米の含有量によって有用
ミネラルが欠乏することはないと考えられている。
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リポポリサッカライド（LPS） 
玄米には LPSが含まれる。これは大腸菌やサルモネラ

菌の表面の膜と共通の成分であるが、LPSに病原性はな
い。玄米と共に少量の LPSが腸管内に入ると、腸管の動
きが活発になり、細菌貪食作用のあるマクロファージを
活性する27)。腸管粘膜の細胞から粘液の分泌が増え、殺
菌物質の分泌が増えるとも言われている。結果として、
自然免疫が強化される。LPSには、花粉症などのアレル
ギー疾患の発症抑制や症状軽減作用の報告がある28)。脳
においてはミクログリア細胞を刺激してアミロイド β の貪
食を刺激する可能性が指摘されている29)。

肌状態改善の機序と関与成分 
今回の試験で DBR 摂取により認められた肌状態改善

作用の機序と関与する成分について考察する。肌状態は
老化や様々な環境因子によって変化する。その中で紫外
線暴露による影響は最も大きい。これは光老化と言われ、
主体は酸化ストレスである30)。更年期が近くなるとエス
トロゲン分泌の低下に伴い肌の不調の訴えが増加する。
今回の対象者は主に若年者であるため、これらの因子よ
りも糖化ストレスの影響が大きいと推測される。糖化ス
トレスによって皮膚を構成するコラーゲンやエラチンが
変性すると、弾力性の消失やたるみが生じる。AGEsの蓄
積は黄ばみを生じる。ケラチンやフィラグリン（天然保湿
成分）の糖化は皮膚から水分蒸散を増やし、保湿機能を
低下させる。フィラグリンの減少は皮膚バリアの破綻を

助長し、アトピー性皮膚炎の発症リスクを高める31)。
玄米（加工玄米を含む）の効能として知られている血中

中性脂肪／総コレステロールの上昇抑制 32, 33)、食後高血
糖の改善 34, 35)、空腹時血糖の改善 36)、HbA1cの降下 37, 38)、
メタボリックシンドロームにおける内蔵脂肪減少 39) はい
ずれも糖化ストレスを減弱する作用である。食物繊維に
より腸内細菌叢の改善効果が知られており 40, 41)、短鎖脂
肪酸の産生増加 19) を介して基礎代謝を亢進させ、糖化ス
トレスの減弱に貢献する。腸内細菌叢の健全化は、便通
の改善のみならず、肌状態への改善につながる42)。また、
肌の不調の大きな部分は光老化に起因すると言われてお
り 30)、抗酸化物のフェルラ酸などの抗酸化物質は紫外線
暴露に伴う参加 ストレスを減弱させる。これらの機序が
統合的に作用した結果として、肌状態に好影響を及ぼし
た可能性が考えられる（Fig. 6）。

抗酸化物のフェルラ酸、腸内環境を整える
食物繊維の効果 

DBRの作用についてもいくつか報告がある。DBRに
は LPS が 精白米よりも約 100 倍 多く含まれ、この LPS 
が主に TLR4 を介してマクロファージを活性化する 3)。
LPS は共生菌に由来し、 糠層にも多く存在する。動物実
験では、抗生物質起因性便秘モデルマウスへのDBR粉末
摂取により、対照（抗生物質のみのマウス）と比較し、体
重減少が有意に抑制され、便通が改善した 4)。花粉症モ
デルマウスでは DBRを添加飼料により、対照（無添加飼

Fig. 6. The possible suppressive actions by DBR. 
 DBR, dewxwd brown rice; AGEs, advanced glycation endproducts; PPHG, post-prandial hyperglycemia: TG, triglycemide, LDL-C, low-

desity lipoprotein-cholesterol; LPS, lpopolysaccharide; 
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料投与マウス）と比較して、抗アレルギー作用が観察さ
れた 28)。ヒトを対象とした臨床試験では、高齢者を対象
に DBRを 6 か月間摂取させた結果、DBR 摂取量と認知
能評価スケール HDS-R（Revised Hasegawa’s Dementia 
Scale）得点の間に関連が認められた 43)。LPSを多く含む
玄米は，健康維持を助ける主食として有用性が期待でき
るとしている。

肌の不調の原因の一つにアレルギー疾患が挙げられる。
過去 30 年間で成人型アトピー性皮膚炎は増加傾向を示
したが、 近年ようやくプラトーに至った感がある。しか
し、IgE 抗体を産生し易い潜在性素因を有する例も多く
存在し、特に若年者の肌状態にも影響を及ぼすと予想さ
れる。これに対して玄米中 LPSによるアレルギー症状軽
減作用 28) が好影響を及ぼした可能性がある。LPSのアレ
ルギー緩和の作用機序は不明であるため、今後さらなる
研究が必要である。

DBRとSARFRの比較 
試験品（DBR）は玄米から表皮のロウ層のみを除去す

ることにより、栄養素を残し、食べやすく加工したもの
である。SARFRはロウ層と糠層の一部が除去されている
が、DBRではロウ層までの除去に留まり、より玄米に近
く、栄養成分に富んでいる。一方、食物繊維がやや多く
含まれるため、その影響には個人差があり、好影響を甘
受できる者もあれば、食物繊維による不快症状を呈する
者もありうる。

SARFRを用いた既報 6)と今回の試験を比較すると、摂
食コンプライアンスは DBRとSARFRとの間に差がなく、
双方ともに安全性には問題がなかった。また、双方とも
に肌状態（肌年齢を指標）の改善を示し、両者の効果の大
きさには差はなかった。今回の試験では摂食期間が 1 か
月間であったが、数年以上の長期間にわたり摂取すれば
DBRの方が効果は大きい可能性がある。加工玄米食を新
たに始める場合は、風味の好みと体調に合わせて、DBR
か SARFRを選択すれば良いであろう。

安全性 
玄米、DBR、精白米については基本的には主食の米で

あるため、食経験は豊富で、食品安全性について十分担
保されている。玄米の残留農薬が問題視された時期もあっ
たが、近年の試験結果はすべて基準値以内に収まってい
る44, 45)。たとえ外層に微量の異物が付着したとしても、
特殊精米により削ぎ落されてしまうため問題は生じない。
本研究ならびに過去の臨床試験 42) でもDBRに関わる有害
事象の報告はなく、DBRについての安全性については問
題ないと判断した。

アブシシン酸（abscisic acid）は植物の生長や生理活性
を調節するフィトホルモンとして知られ、玄米を含め植
物全般に存在する。アブシシン酸は抗炎症作用を有する
ことから、耐糖能異常や炎症性腸疾患においても期待さ

れている食品成分である46, 47)。玄米米飯を喫食した場合
の人体への影響について、情報を集約して安全性を評価
した報告 48) においても，危険性はほとんど問題にならず
健康効果のほうが大きいと考えられ、有害事象の報告は
なかったとしている。

結論
大学生と大学職員を対象に試験食（DBR）を 1日 1 回

150 g 以上、1 か月間摂取させた結果、消化器症状も認め
られずコンプライアンスは良好で、有意な肌状態改善効
果が 認められた。DBRは玄米の難消化性を軽減し栄養価
を確保することで、肌状態の改善など健康増進に貢献で
きる可能性が示唆された。
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